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定
額
給
付
金
制
度
に
対
す
る
麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
の
変
化
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
三
月
二
日
、
麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
は
、
昨
年
十
月
三
十
日
に
新
総
合
経
済
対
策
の
項
目
の
一
つ
と
し
て
公
表
し
た

定
額
給
付
金
制
度
に
つ
い
て
、
当
初
は
給
付
金
を
受
け
取
ら
な
い
と
す
る
方
針
を
転
換
し
、
受
け
取
る
旨
の
意
向
を
示
し
た
と

報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
麻
生
総
理
は
同
日
、
記
者
団
に
対
し
て
も
「
受
け
取
り
ま
す
。
直
ち
に
消
費
の
刺
激
に
充
て
た
い
」

と
明
言
し
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

先
の
質
問
主
意
書
で
、
定
額
給
付
金
制
度
は
誰
の
発
案
に
よ
る
も
の
か
と
問
う
た
が
、
昨
年
十
一
月
二
十
五
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
二
四
二
号
、
以
下
「
政
府
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
で
は
「
定
額
給
付
金
に
つ

い
て
は
、
『
生
活
対
策
』
（
平
成
二
十
年
十
月
三
十
日
新
た
な
経
済
対
策
に
関
す
る
政
府
・
与
党
会
議
、
経
済
対
策
閣
僚
会

議
合
同
会
議
決
定
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
『
単
年
度
の
措
置
と
し
て
今
年
度
内
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
実
施

方
式
等
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
す
る
』
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
、
明
確
な
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
当
方

が
問
う
て
い
る
の
は
、
同
制
度
が
ど
の
場
に
お
い
て
決
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
誰
の

発
案
に
よ
る
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
こ
ろ
、
再
度
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

二

定
額
給
付
金
制
度
は
、
麻
生
総
理
自
身
の
発
案
に
よ
る
も
の
か
。
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

一



三

麻
生
総
理
は
自
身
が
給
付
金
を
受
け
取
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
「
僕
は
も
と
も
と
受
け
取
る
気
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
」
（
昨

年
十
一
月
十
二
日
、
記
者
団
に
）
、
「
多
額
の
カ
ネ
を
も
ら
っ
て
い
て
『
一
万
二
千
円
を
ち
ょ
う
だ
い
』
と
言
う
方
は
さ
も

し
い
。
人
間
の
矜
持
の
問
題
だ
」
（
同
年
十
二
月
十
五
日
、
参
院
決
算
委
員
会
で
）
、
「
そ
の
時
に
な
っ
て
考
え
た
い
」

（
本
年
一
月
六
日
、
記
者
団
に
）
、
「
お
れ
は
も
ら
わ
な
い
。
最
初
か
ら
受
け
と
ら
な
い
と
決
め
て
い
る
」
（
同
年
二
月
二

日
の
自
民
党
役
員
会
で
発
言
し
た
と
党
幹
部
が
証
言
）
、
「
自
民
党
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
に
し
よ
う
と
の
提
言
が
幹
事
長

の
方
か
ら
あ
っ
た
の
で
、
私
と
し
て
は
受
け
取
る
」
（
同
年
三
月
二
日
、
記
者
団
に
）
と
の
発
言
を
し
て
い
た
と
、
本
年
三

月
三
日
付
の
新
聞
は
報
道
し
て
い
る
が
、
麻
生
総
理
が
右
の
発
言
を
し
た
こ
と
は
事
実
か
。
改
め
て
確
認
を
求
め
る
。

四

麻
生
総
理
が
給
付
金
の
受
給
に
つ
い
て
見
解
を
転
換
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
三
の
新
聞
報
道
に
あ
る
様
に
、
細
田
博
之
自
民

党
幹
事
長
の
意
向
を
受
け
て
の
転
換
か
。

五

麻
生
総
理
が
三
で
挙
げ
た
発
言
を
過
去
に
し
て
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
回
給
付
金
を
受
給
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
で

あ
る
な
ら
ば
、
三
で
挙
げ
た
発
言
を
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
麻
生
総
理
の
見
解
如
何
。
「
さ
も
し
い
」
「
人
間

の
矜
持
の
問
題
」
と
い
っ
た
発
言
を
、
麻
生
総
理
は
撤
回
す
る
か
。
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

六

こ
れ
ま
で
の
答
弁
書
（
例
え
ば
内
閣
衆
質
一
七
一
第
五
五
号
）
で
は
、
定
額
給
付
金
制
度
の
趣
旨
に
つ
い
て
「
定
額
給
付

二



金
は
、
家
計
へ
の
緊
急
支
援
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
、
消
費
を
増
や
す
経
済
効
果
を
有
す
る
も
の
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ

る
」
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
政
府
答
弁
書
」
で
は
、
同
制
度
の
趣
旨
に
つ
い
て
「
『
安
心
実
現
の
た
め
の
緊
急
総

合
対
策
』
（
平
成
二
十
年
八
月
二
十
九
日
「
安
心
実
現
の
た
め
の
緊
急
総
合
対
策
」
に
関
す
る
政
府
・
与
党
会
議
、
経
済
対

策
閣
僚
会
議
合
同
会
議
決
定
）
に
お
い
て
は
、
家
計
へ
の
緊
急
支
援
と
し
て
、
特
別
減
税
を
『
平
成
二
十
年
度
内
に
実
施
す

る
た
め
、
規
模
・
実
施
方
式
等
に
つ
い
て
は
、
財
源
を
勘
案
し
つ
つ
、
年
末
の
税
制
抜
本
改
革
の
議
論
に
併
せ
て
引
き
続
き

検
討
す
る
』
こ
と
と
し
て
い
た
。
一
方
、
家
計
へ
の
緊
急
支
援
と
し
て
の
効
果
を
よ
り
迅
速
に
実
現
し
、
か
つ
、
低
所
得
者

に
も
広
く
公
平
に
行
き
渡
ら
せ
る
た
め
に
は
、
減
税
方
式
よ
り
も
、
給
付
方
式
に
よ
る
こ
と
が
よ
り
適
切
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
『
生
活
対
策
』
に
お
い
て
、
定
額
給
付
金
を
、
総
額
二
兆
円
を
限
度
に
、
単
年
度
の
措
置
と
し
て
今
年
度
内
に
実
施
す

る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
お
り
、
「
消
費
を
増
や
す
経
済
効
果
を
有
す
る
も
の
」
と
の
文
言
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
同
制
度
の
趣
旨
が
当
初
に
比
べ
て
変
化
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

七

定
額
給
付
金
の
受
給
を
巡
っ
て
は
、
麻
生
内
閣
の
閣
僚
十
七
名
中
一
名
が
辞
退
を
表
明
し
、
麻
生
総
理
を
含
む
五
名
が
態

度
を
明
確
に
し
て
い
な
か
っ
た
と
承
知
す
る
。
辞
退
を
表
明
し
て
い
た
甘
利
明
行
政
改
革
担
当
大
臣
は
、
本
年
三
月
二
日

夜
、
「
内
閣
の
一
員
と
し
て
従
う
。
わ
た
し
が
違
う
こ
と
を
言
う
と
（
閣
内
）
不
一
致
に
な
る
。
閣
僚
の
責
務
だ
」
と
述

三



べ
、
一
転
し
て
受
給
す
る
旨
表
明
し
て
い
る
。
甘
利
大
臣
は
右
の
様
に
、
自
身
が
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
は
閣
僚
と
し
て

の
責
務
で
あ
り
、
そ
れ
に
反
し
た
発
言
を
す
る
と
閣
内
不
一
致
に
な
る
旨
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
甘
利
大
臣
は
、

本
年
二
月
五
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
「
辞
退
を
い
た
し
ま
す
が
、
家
族
に
は
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
定
額
給
付
い

た
し
ま
す
。
」
と
、
給
付
金
の
受
給
を
辞
退
す
る
旨
明
確
に
述
べ
て
い
た
が
、
当
時
の
甘
利
大
臣
の
発
言
こ
そ
が
ま
さ
に
閣

内
不
一
致
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
定
額
給
付
金
制
度
を
巡
り
、
既
に
閣
内
不
一
致
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
麻
生
総
理
の

見
解
如
何
。

八

定
額
給
付
金
制
度
に
つ
い
て
、
給
付
金
を
受
給
す
る
か
否
か
を
明
確
に
し
て
い
な
か
っ
た
閣
僚
五
名
の
う
ち
、
麻
生
総
理

と
中
川
昭
一
前
財
務
大
臣
を
除
く
与
謝
野
馨
財
務
・
金
融
・
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
、
森
英
介
法
務
大
臣
、
二
階
俊
博
経

済
産
業
大
臣
の
三
名
の
閣
僚
は
、
給
付
金
を
受
給
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
ど
の
様
な
見
解
を
有
し
て
い
る
か
説

明
さ
れ
た
い
。

九

定
額
給
付
金
制
度
の
給
付
金
を
受
給
す
る
か
否
か
を
巡
り
、
麻
生
総
理
本
人
は
じ
め
各
閣
僚
の
発
言
が
当
初
か
ら
大
き
く

変
わ
っ
た
こ
と
は
、
同
制
度
に
関
し
、
国
民
に
混
乱
を
も
た
ら
し
、
同
制
度
へ
の
信
頼
を
大
き
く
失
わ
せ
た
も
の
と
考
え
る

が
、
麻
生
総
理
と
し
て
右
を
認
め
る
か
。

四



右
質
問
す
る
。

五


